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であると仮定するoここにe三 ･fnlは化学物質 nの内部状態が iであるもののエネル
ギー及び化学平衡からの numberdensityであるoするとEdl(t)に対して次の式が成
立する｡ t

























著者 らが直接関与した (∋光および熟の作用によるシクロオクタテ トラエンからセしミブ
′レバレン-の変換 と ②セミブルバレンのCope転位を問題としたい｡
シクロオクタテ トラエン(Ⅰ)に低温で紫外線照射するとー.セミブルバレン(Ⅱ)が得 られる｡
この反応はアセ トンの光増感作用を受けるが,室温で容易に汀を与えることが知 られて
いるような異性体を中間体としない｡そのほかいくつかの判定試験を経て,この反応は
二重結合の一つがtransとなった Ⅰを経過する機構を持っことが明らかとなった｡
-こうしてできたTは,構造から予想されるよりも単純なプロトン nmrスペクト/レを
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